
ヨード造影剤の副作用については、急性の副作用の発生頻度が高く

症状も時に重症であることもあり、多くの臨床研究が行われ報告されて

きました。一方遅発性の副作用についての研究は、30年ぐらい前から

研究報告がいくつかされていましたが、その後あまり報告されておらず

ご存じない方も多いかと思います。

当院では、遅発性副作用は造影剤投与後に検査室を出てから約１週間

の間に生じた副作用としています。なお、造影剤は主に腎臓から排泄され、

正常な人の場合２時間で約50％、24時間で約80％排泄されると言われています。以前の報告では、

発生頻度に大きなばらつきがあり、数％～10％ぐらいあるのではないかと思われます。また、

副作用の種類も多彩で、最も多いのが発疹、発赤、かゆみなどの皮膚症状で、多くは軽症から中等症

で自然治癒の傾向が強く、３日～７日で治癒します。他には、嘔気、嘔吐、頭痛、筋肉痛、発熱、

めまいなど多彩な症状がありますが、これらの症状も自然治癒傾向が強く、通常特に治療を必要と

しないようです。まれな遅発性副作用として急性耳下腺炎や急性多発性関節炎と急性腎障害があり

ますが、いずれも腎機能障害患者で起こりやすいといわれています。造影剤による副作用か判断が

困難ですが、重症例もまれにあるらしく、症状が進行する場合は注意が必要と報告されています。

多くの場合、治療の必要性は無いか対象療法が主体で、抗ヒスタミン剤やステロイド剤、解熱剤、

制吐剤、補液などを行うそうです。遅発性副作用の危険因子としては、造影剤に対する副作用の

既往歴、アレルギー歴、腎機能障害などが挙げられています。

予防策はありません。また、以前当院といくつかの病院でアンケート調査をしたところ、造影剤を

使用しない方にも副作用が出たケースも多くみられ驚きました。本当に造影剤による副作用か判定は

難しいですが、こういった遅発性副作用も存在するといことをお気に留めていただければ幸いです。
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《 ＣＴ造影剤の遅発性副作用について 》
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当院には、排泄ケアに関する専門的知識を有した多職種による排泄ケアチームがあります。排泄ケア

チームの活動目的は、『患者の尊厳に配慮した排泄ケアの実践と、その人らしい排泄を支援すること』

です。排泄ケアチーム発足以降、入院患者への尿道留置カテーテル抜去後の排尿自立支援や地域住民を

対象とした排尿に関する健康講座など様々な活動を行ってきました。そして今回、新たな専門外来とし

て『コンチネンスケア外来』を開設しました。

コンチネンス（Continence）とは、英語で排尿や排便が正常にコントロールされている状態のこと

で、コンチネンスケアは、排泄の悩みや障害を持つ患者に対し医師や看護師、コメディカルスタッフが

排尿機能改善ケアを提供することです。女性の排尿障害の多くは頻尿と尿失禁で、適切なケアによって

改善することが期待できます。そのため、尿漏れに困っている女性のみなさんが「尿漏れは仕方ない」

と我慢せず、そして生活の質を低下させないために、「排尿相談ができる場の提供」と「排尿障害の

ある患者がより良い排尿状態を獲得できる」を目的として専門外来を開設しました。

コンチネンスケア外来の対象は泌尿器科外来を受診した女性患者で、泌尿器科医師が、診察、検査

結果によりコンチネンスケアが必要と判断された方です。外来は専門の研修を修了した女性看護師や

助産師が担当し、初回に排尿に関する悩みや排尿状況・尿漏れ・頻尿の有無などの問診を行います。

そして、排尿訓練・骨盤底筋体操・飲水指導のほか、肥満が要因のひとつとして考えられる尿漏れの

方には、体重コントロールのための食生活指導など症状に応じた支援を行います。なかでも骨盤底筋

体操は、尿失禁の予防や改善に効果があり重要な指導のひとつですが、骨盤底筋は意識しづらく収縮

運動が上手く出来ない方も多いため、膀胱エコーを利用した指導をしています。また、排尿訓練につい

ては、膀胱にためる力をつけるため、尿意を感じても少し我慢してから排尿する指導を行っています。

そうすることで頻尿の改善が期待されます。

女性患者さんの排尿の悩みが軽減し、快適な生活を送れるように支援していきますので、ぜひ

「コンチネンスケア外来」をご利用ください。

排泄ケアチーム 看護師 殿守 伸子

《 コンチネンスケア外来紹介 》

膀胱エコーを用いた指導風景骨盤底筋の働き
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《 視 能 訓 練 士 の ご 紹 介 》

～ １月より当院に初めて配置されました ～

これまでは、真生会富山病院にて勤務してい

ました。当院で初めての視能訓練士として、眼

科診療の発展に貢献できるように誠心誠意努め

てまいります。今後ともよろしくお願い申し上

げます。

視能訓練士

視能訓練士は、国家資格を持つ専門職であり、乳幼児からお年寄りまで世代を超えて、大切な「目」

の健康を守るお手伝いをしています。主な業務として、視能矯正、視機能検査、健診（検診）業務など

があります。

たにぐち りょうすけ

谷口 良輔

《 看護部でメッセージツリーを作製しました 》

約２年に及ぶコロナ禍のなか、私たち看護師は、多くの方々から支えや

励ましをいただきながら日々の看護に取り組んできました。そこで、私たち

からの感謝の思いをメッセージに添えて、ツリーを作製しました。今後も

この思いを忘れずに、より良い看護が提供できるよう頑張っていきます。

１階ロビーにて展示中ですが、当院ホームページ（TOPICS→その他）

から動画の視聴もできますので、ご覧いただければ幸いです。

特に当院では、視力検査、屈折検査、眼鏡処方検査、視野検査

や斜視・弱視の検査および訓練、眼の奥の写真や組織の断層を

撮影する画像診断検査、正確な手術をおこなうための手術前の

検査など様々な眼科一般検査および精密な特殊検査も担当します。

「目」についてお悩みの患者さんがいらっしゃいましたら、

ぜひ当院眼科にご相談ください。
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当院ホームページに、当院紹介専用の診療情報提供書様式を

アップしました。ご利用の際は、以下のページよりダウン

ロードしてください。これまでどおり、各病院・医院さまの

様式をご利用いただいても問題ありません。

金沢市立病院地域連携室

〒921-8105 金沢市平和町３丁目７番３号

TEL:245-2626（直通） FAX:245-2693（直通）

http://kanazawa-municipal-hosp.com/

《 新 任 医 師 の ご 紹 介 》

平成15年に金沢医科大学脳神経外科教室にて

神経外科医として脊髄疾患、末梢神経障害を学ぶ

とともに、手術を行っておりました。

大学を出てからは、市立砺波総合病院で血管

障害の手術を学び、その後金沢大学脳神経外科学

教室に籍を移してさらに研鑽を積みました。

本年１月より当院へ配属されました。未熟な面

も多いですが、地域の脳神経疾患治療に貢献でき

ればと思います。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。

脳神経外科医長

とりごえ けいいちろう

鳥越 恵一朗

[得意分野] 

脳神経外科一般・

脊椎脊髄外科

～１月に１名の医師が着任しました～

《 診療情報提供書様式をﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにｱｯﾌﾟしました 》

当院ホームページ（アドレスは以下のとおりです）
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